
基本理念

基本方針

わたくしたちは公共的使命を自覚し心のこもった最高最良の医療を提供します

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し　患者さんの立場に立った医療を行います

2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに　患者さんが満足できる医療を行います

3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし　安全管理を徹底します

4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします

5. 地域における役割を自覚し　地域の医療機関とともにその責務を果たします

6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

7. 職員が誇りを持ち、安心して働ける職場環境をつくります

標榜診療科一覧

※本紙では撮影用にマスクを外しています。

北九州市立医療センター
〒802-8561　北九州市小倉北区馬借二丁目1番1号
TEL.093-541-1831（代表）　FAX.093-533-8693
外来予約センター　093-533-8660
[月～金　9：00～16：30]紹介状または二次検診初診受付
ホームページ　https://www.kitakyu-cho.jp/center/発行日：2024年1月1日

編集後記 髙島 健広報誌「輪」編集長
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地方独立行政法人 北九州市立病院機構

内 科
肝 臓 内 科
血 液 内 科
感 染 症 内 科
心 療 内 科
精 神 科

呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
腫 瘍 内 科
内分泌・糖尿病内科
緩和ケア内科

小 児 科
外 科
消 化 器 外 科
乳 腺 外 科
内 分 泌 外 科
大 腸 外 科

肛 門 外 科
肝 臓 外 科
胆 の う 外 科
膵 臓 外 科
食 道 外 科
胃 腸 外 科

整 形 外 科
形 成 外 科
リハビリテーション科
脳 神 経 外 科
呼 吸 器 外 科
心臓血管外科

小 児 外 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
病 理 診 断 科
救 急 科
麻 酔 科
歯 科

　あけましておめでとうございます。今年も輪をよろ
しくお願い申し上げます。
　「寒いね」と話しかければ「寒いね」と答える人のい
るあたたかさ、という俵万智さんの短歌を街で見かけ
ました。短い言葉のやりとりでも人と人とのつながり
を感じて心が温まります。答える人は家族や友人ある
いは恋人かもしれませんが、当院を訪れる患者さんや
ご家族の方々にとって、当院はこのようなあたたかさを
感じてもらえるような存在でありたいと願っています。

ホームページは
こちらから

フェイスブックは
こちらから

インスタグラムは
こちらから

Xは
こちらから

〝
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
〞に
つ
い
て

QDoctor Questionドクター

歯科 主任部長

國領 真也
こく   りょう しん    や

　
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
と
い
う
言
葉
は
あ

ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
と
は
、
歯
科
が
介

入
し
、
適
切
な
口
腔
ケ
ア
や
抜
歯
な
ど
の
口

腔
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
医
科
疾
患
治

療
時
の
合
併
症
を
予
防
・
軽
減
し
、
そ
れ
に

よ
り
治
療
の
完
遂
を
助
け

る
こ
と
、
さ
ら
に
患
者
の

Q
O
L
を
維
持
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
周
術
期
口
腔

機
能
管
理
の
対
象
疾
患
は
、

が
ん
手
術
、
が
ん
化
学
療

法
、
が
ん
放
射
線
治
療
、
緩

和
医
療
な
ど
で
す
。

　
抗
が
ん
剤
治
療
等
を
行

う
が
ん
治
療
に
は
高
い
頻
度

で
、
口
内
炎
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
口
腔
合
併
症
が
発
症
し

ま
す
。
ま
た
、
口
か
ら
喉
の

周
囲
の
頭
頸
部
が
ん
の
放

射
線
治
療
で
は
、
口
腔
合
併

症
が
1
0
0
%
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
頭
頸
部
が
ん
・
食
道

が
ん
の
よ
う
な
侵
襲
の
大
き
い
手
術
で
は
、

局
所
合
併
症
や
肺
炎
が
高
い
頻
度
で
起
こ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
腔
管
理
を
が
ん
患
者

に
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
口
腔
ト
ラ
ブ

ル
の
軽
減
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

周術期口腔機能管理をすることで
予防が期待される合併症

がん手術 ・手術部位感染
・術後感染（誤嚥性肺炎）

がん放射線治療 ・口内炎
・放射線性骨髄炎

がん化学療法 ・歯性感染症に起因する全身性感染症
・口内炎
・薬剤関連顎骨壊死

心臓手術 ・感染性心内膜炎（IE）
臓器移植術 ・歯性感染症に起因する全身性感染症
緩和医療 ・終末期における口腔トラブル

（口内炎、口腔乾燥など）
その他 ・挿管時の動揺歯の脱落

・早期経口摂取の支援

北九州市立医療センター 広報誌
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北九州市立医療センター
広報誌「輪」

Kitakyushu Municipal Medical Center Communication Paper

2023年、北九州市立医療センターは
誕生150周年を迎えます。

ご自由に
お持ち
ください

北九州市　時と風の博物館より　夕暮れの和布刈神社

頭頸部がんについて
がん特集

MAインタビュー：
私たちは、医師事務作業補助者です

医療の仲間～メディカルアソシエイト～
医師事務作業補助者とは？
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頭
頸
部
と
い
う
の
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
が
専

門
と
す
る
領
域
で
、
頭
部
〜
頸
部（
鎖
骨
ま

で
）の
う
ち
、
脳
、
眼
球
、
歯
を
除
く
全
領

域
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
の
領
域
に
生
じ

た
が
ん
を
頭
頸
部
が
ん
と
呼
び
、
そ
の
領
域

を
扱
う
学
問
を
頭
頸
部
外
科
学
と
称
し
ま

す
。
ま
だ
国
内
で
は
認
知
度
の
低
い
用
語
で

す
が
、
世
界
的
に
は
頭
頸
部
が
ん
は
上
位
か

ら
6
番
目
と
罹
患
率
の
高
い
疾
患
で
す
。
わ

が
国
で
は
頭
頸
部
が
ん
は
全
体
の
5
%
程

度
と
頻
度
は
低
く
、
内
訳
と
し
て
は
口
腔
が

ん（
舌
が
ん
、
歯
肉
が
ん
な
ど
）、
喉
頭
が
ん
、

下
咽
頭
が
ん
、
中
咽
頭
が
ん
の
順
に
多
く
、

上
咽
頭
が
ん
や
副
鼻
腔
が
ん（
上
顎
が
ん
な

ど
）は
稀
で
す
。

　

口
腔
が
ん
は
義
歯
の
接
触
や
口
腔
内
不

衛
生
、
喉
頭
が
ん
・
下
咽
頭
が
ん
は
喫
煙
や

飲
酒
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
喉
頭
が
ん
に
つ

い
て
は
毎
日
喫
煙
の
寄
与
危
険
率
は
95.8
%

と
、
全
が
ん
種
の
中
で
最
も
高
い
数
字
で
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
性
風
習
の
変
化
か
ら
ヒ
ト

乳
頭
腫
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）由
来
の
中
咽

頭
が
ん
が
増
え
て
き
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
進
国
で
は
中
咽
頭
が
ん
の
約
50
%

が
H
P
V
由
来
の
発
が
ん
形
式（
日
本
で
は

20
%
前
後
）と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
H
P
V

由
来
中
咽
頭
が
ん
は
リ
ン
パ
節
転
移
を
来
す

こ
と
が
多
い
も
の
の
、
非
常
に
治
癒
率
が
高

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
治
療
の

選
別
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

北九州市立医療センター
耳鼻咽喉科 主任部長

　

頭
頸
部
が
ん
は
嚥
下
や
構
音
、
発
声
、

呼
吸
、
整
容
面
な
ど
、
生
活
の
質
に
大
き
く

関
わ
る
領
域
に
発
生
す
る
た
め
、
治
療
に
際

し
て
は
、
根
治
性
と
機
能
の
温
存
・
維
持

の
両
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
頭
頸
部
が
ん
の

ほ
と
ん
ど
が
扁
平
上
皮
が
ん
と
い
う
、
放
射

線
感
受
性
の
高
い
が
ん
種
で
あ
る
た
め
、
治

療
は
放
射
線
、
手
術
、
化
学
療
法
を
組
み

合
わ
せ
た「
集
学
的
治
療
」が
主
体
と
な
り

ま
す
。
当
院
で
は
有
害
事
象
の
軽
減
を
目

的
と
し
た
強
度
変
調
放
射
線
治
療

（
I
M
R
T
）を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

し
、
早
期
の
中
・
下
咽
頭
、
喉
頭
が
ん
に
つ
い

て
は
よ
り
侵
襲
が
少
な
く
、
治
療
期
間
の
短

い
、
鏡
視
下
手
術
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
進
行
が
ん
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
侵

襲
の
大
き
な
治
療
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
口
腔
、
咽
頭
領
域
に
つ
い
て
は
拡
大

切
除
後
の
嚥
下
機
能
を
担
保
す
る
た
め
、

「
再
建
」手
術
と
い
っ
て
、
口
腔
咽
頭
欠
損
部

を
自
家
組
織
移
植
で
補
填
し
ま
す
。
こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
形
成
外
科
医
が
担
当
し
ま
す
が
、

当
院
で
は
九
州
大
学
病
院
か
ら
形
成
外
科

医
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
そ
の
高
度

な
手
術
技
術
に
よ
り
瘻
孔
な
ど
の
術
後
感

染
や
、
誤
嚥
な
ど
の
重
篤
な
機
能
障
害
は

頭
頸
部
が
ん
と
は
？

と
う 

け
い  

ぶ

発
が
ん
因
子

頭
頸
部
が
ん
の
治
療

がん特集

頭
頸
部
が
ん

　
　
　

に
つ
い
て

知っておきたい「がん」のおはなし

ほ
と
ん
ど
来
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

上
述
の
通
り
、
頭
頸
部
が
ん
の
治
療
に
際

し
て
は
、
嚥
下
機
能
の
維
持
が
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
当
院
で
は
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
評

価
、
リ
ハ
ビ
リ
を
綿
密
に
行
っ
て
お
り
、
術
後

や
放
射
線
治
療
中
の
嚥
下
機
能
低
下
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

他
の
が
ん
と
同
様
、
治
癒
率
向
上
の
カ
ギ

は
、「
早
期
発
見
」で
す
。
頭
頸
部
が
ん
は
発

生
頻
度
の
低
さ
か
ら
、
検
診
な
ど
で
早
期
発

たけ  うち とら    の    しん

竹内 寅之進

竹内 寅之進

P R O F I L E
見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
近
年
胃
カ

メ
ラ
で
発
見
さ
れ
る
早
期
咽
頭
が
ん
も
増
え

て
お
り
、
や
は
り
人
間
ド
ッ
ク
含
め
た
検
診
を

積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

専門医等 ・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会専門医・指導医
・日本がん治療認定医機構がん治療認定医

学会関係 ・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
・日本頭頸部癌学会

・日本頭頸部外科学会
・日本喉頭科学会

　2020年に当院耳鼻咽喉科主任部長として着任しました。主に頭頸部がんの治療を担当してい
ますが、耳鼻咽喉科疾患全般について広く診療を行っています。
　常に新しい知見を導入しながら、よりよい医療を提供できるようスタッフ一同努めておりますので、
よろしくお願いいたします。

頭頸部がん手術件数 ■ 2021年　■ 2022年

鏡視下咽喉頭
悪性腫瘍手術

頭頸部再建手術

0 10 20 30 40 50 60 70 80 件

頭頸部悪性腫瘍手術

18
10

13
14

71
40

え
ん  

げ

ろ
う 

こ
う

ご   

え
ん
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医師事務作業補助者です
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医師事務作  業補助者とは
～メディカルアソシエイト～

医
師
か
ら
の
指
示
の
も
と
、
診
断
書
や
処
方
せ
ん
な
ど
の
文
書
作
成
や
電
子
カ
ル
テ
の
入
力
と
い
っ
た
、

事
務
作
業
を
代
行
す
る
の
が
医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
仕
事
で
す
。

医
師
事
務
作
業
補
助
者
に
よ
り
、
医
師
は
診
察
等
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ト（
M
A
）」と
呼
び
、
現
在
45
名
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
を
訳
す
と「
医
療
の
仲
間
」と
言
う
意
味
で
す
。

今
回
は
、
当
院
で
活
躍
し
て
い
る
4
名
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

M
A
の
仕
事
を
す
る
上
で
身
に
つ
い
た

ス
キ
ル
と
か
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

出勤
8：20

午前に引き続き外来診療補助
13：30

外来診療開始
外来診療補助
（同意書の取得、説明、検査対応、
　検査予約、次回予約説明、入院説明、
　コスト入力確認など）

8：30

書類等の作成
診断書の作成、外来備品、書類の補充、
レセプト病名登録、スキャン業務、
翌日の業務準備

15：30

休憩（60分）
12：30

退勤
お疲れ様でした！

16：50

外来MAの1日のスケジュール

〈医師事務作業補助者（MA）を募集しています〉

　未経験で入職した職員も多く在
籍しており、活躍しています。
　当院の医師事務作業補助者
（MA）として働いてみませんか？
　詳しくは当院ホームページをご覧
ください。

詳しくはコチラ！
▼

坂
井
　
私
は
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
の
M
A
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
医

師
、
看
護
師
、
助
産
師
の
皆
さ
ん
は
優
し
く
接

し
て
く
れ
て
、
と
て
も
温
か
い
環
境
で
仕
事
が
で

き
て
い
ま
す
。
休
暇
も
取
り
や
す
く
、
仕
事
と

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両
立
が
で
き
、
働
き
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

森
　
週
3
日
は
医
師
の
隣
で
外
来
診
療
補
助

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

働
き
や
す
さ
は
ど
う
で
す
か

主
に
ど
う
い
っ
た
業
務
を
し
て
い
ま
す
か

や
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
同
意
書
の
取
得
・
整
理

な
ど
、
外
来
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

立
石
　
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多
く
入
院
し
て

い
る
病
棟
に
勤
務
し
て
い
る
の
で
す
が
、
孫
の
よ

う
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
る
方
や
、
名
前
を
覚
え

て
呼
ん
で
く
れ
る
患
者
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
患

者
さ
ん
か
ら
話
し
か
け
て
も
ら
え
る
と
大
変
う
れ

し
く
、
信
頼
し
て
頂
け
て
い
る
よ
う
で
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
と
の
関
係
も
大
変

よ
く
、
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
り
、
気
さ

く
に
話
し
か
け
て
く
れ
、
M
A
を
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
見
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

井
上
　
リ
ハ
ビ
リ
M
A
の
業
務
は
医
師
と
関
わ

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

医
師
と
の
信
頼
関
係
が
非
常
に
大
切
で
す
。
リ

ハ
ビ
リ
は
ひ
と
つ
の
診
療
科
に
特
化
せ
ず
、
全
て

の
診
療
科
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

と
て
も
面
白
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

立
石
　
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

や
ト
ー
ン
、
分
か
り
や
す
く
話
す
こ
と
な
ど
が
身

に
つ
き
ま
し
た
。
私
が
勤
務
し
て
い
る
病
棟
は
混

合
病
棟
の
た
め
、
医
師
や
看
護
師
が
話
し
て
い
る

医
療
用
語
も
多
く
、
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
。
気
に
な
っ
た
用
語
は
、
看
護

師
に
尋
ね
た
り
、
自
分
で
調
べ
た
り
し
て
い
ま
す
。

森
　
同
意
書
の
説
明
な
ど
は
患
者
さ
ん
に
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
内
容
が
あ
れ
ば
、
横
に

い
る
医
師
に
尋
ね
た
り
、
自
分
で
調
べ
、
内
容

に
つ
い
て
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。

坂
井
　
電
子
カ
ル
テ
を
見
て
疾
患
を
把
握
し
て
い

る
の
で
す
が
、
内
容
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
た

め
、
看
護
師
や
助
産
師
が
話
し
て
い
る
内
容
を
よ

く
聞
く
よ
う
に
し
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

森
　
こ
う
し
て
業
務
が
で
き
て
い
る
の
は
、
根

気
強
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
医
師
や
外
来
看
護

師
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
力

に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

井
上
　
医
師
・
看
護
師
・
M
A
で
三
位
一
体

と
な
っ
て
将
来
的
に
医
療
体
制
を
確
立
で
き
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
多
職
種
と
連
携
が
多
い
業
務
の
た
め
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
今
後
も
活
躍
し
て
い
き

た
い
で
す
。

M
A
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
や
り
が
い
や

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

坂井 友香
さかい ゆうか

森 真弓
もり まゆみ

立石 万柚子
たていし  まゆこ

井上 直美
いのうえ  なおみ
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臨
床
工
学
課

統括部長
診療支援部長

（臨床工学課長兼務）

田宮 貞史
た  みや さだ   ふみ

　

臨
床
工
学
課
は
、
臨
床
工
学
課
長
兼

任
医
師
1
名
、
技
士
長
1
名
、
臨
床
工

学
技
士
13
名
、
事
務
員
1
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
臨
床
工
学
技
士
は
、
院
内
で

の
様
々
な
治
療
や
処
置
、
検
査
、
手
術
な

ど
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ（
医
療
専
門
職
）で
す
。

　

当
院
で
は
、
医
療
機
器
管
理
室
、
内
視

鏡
室
、
手
術
室
で
の
3
部
署
に
分
か
れ
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
医
療
機
器
管
理
室
業
務
】主
な
業
務
は

院
内
に
お
け
る
医
療
機
器
の
管
理
で
す
が
、

そ
の
他
に
も
治
療
と
し
て
必
要
な
体
外
循

環
や
血
液
浄
化
療
法
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

検
査
で
の
補
助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
内
視
鏡
室
業
務
】内
視
鏡
室
や
透
視
室

に
お
け
る
内
視
鏡
を
使
用
し
た
検
査
・
処

置
の
医
師
介
助
や
ス
タ
ッ
フ
サ
ポ
ー
ト
、
内

視
鏡
装
置
の
管
理
、
運
用
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
手
術
室
業
務
】ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
装
置

の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Xi
の
管
理
や
、
麻
酔
器
や
電

気
メ
ス
の
よ
う
な
手
術
で
使
用
す
る
機
器

の
管
理
、
運
用
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
、
臨
床
工
学
技
士

と
し
て
の
専
門
性
を
生
か
し
た
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
以
前
は
工
学
系
の
業
務
が

多
く
、
医
療
機
器
管
理
を
中
心
に
行
っ
て

い
た
た
め
に
呼
称
を「
Ｍ
Ｅ
」メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア（
医
療
機
器
の
技
術
者
）と
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
、
臨
床
業
務
に
関
わ
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
本
来

の「
臨
床
工
学
技
士
」を
意
味
す
る「
Ｃ

Ｅ
」ク
リ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
へ
と
呼
称
を
統
一

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
ム

医
療
を
支
え
て
行
け
る
よ
う
に
、ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
、
鋭
意
努
力
致
し
ま
す
。

診
療
支
援
部
紹
介

人工呼吸器内視鏡装置

ダヴィンチXi®

新
年
の
ご
挨
拶

「
空
駆
け
る
龍
の
目
に
」

　

令
和
6
年
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
早
い
も
の
で
北
九
州
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
は
地
方
独
立
行
政
法
人
化
後

6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
独
法
後
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
患
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
、
受
診
予
約
か
ら
退
院
後
支

援
ま
で
、
地
域
医
療
機
関
や
施
設
の
皆

さ
ま
と
の
切
れ
目
の
な
い
連
携
が
進
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
支
援
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
救
急
科
を

設
立
し
救
急
患
者
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
、
ま
た
、
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関

と
し
て
地
域
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
へ
逆
紹

介
を
さ
ら
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
、
ゲ
ノ
ム
診
療
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
、
治

験
推
進
を
含
め
、
高
度
な
が
ん
診
療
で

県
下
屈
指
の
治
療
成
績
は
も
ち
ろ
ん
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
た
め
に
国
が
求
め
る
精
神

的
ケ
ア
、
就
労
支
援
、ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
、

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
な
ど
最
後
ま
で
寄
り
添
う

ケ
ア
を
誠
実
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
第
二

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
は
、

新
興
感
染
症
旺
盛
期
に
関
わ
ら
ず
安
心

し
て
出
産
し
て
い
た
だ
け
る
周
産
期
医
療

を
地
域
に
提
供
し
、
ま
た
質
の
高
い
生
活

習
慣
病
医
療
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
年
も
引
き
続
き
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

健
康
で
輝
け
る
年
へ
と

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
国
内
で
は
大

き
な
災
害
も
な
く
、コ
ロ
ナ
感
染
症
は
5

類
に
類
下
げ
と
な
り
、
社
会
が
元
気
を
取

り
戻
し
始
め
た
年
で
し
た
。

　

今
年
は
辰
年
。
十
二
支
の
中
で
も
辰

（
龍
）だ
け
が
実
在
し
な
い
存
在
で
あ
り
、

唯
一
、
空
を
自
由
に
飛
び
回
る
こ
と
が
で

き
る
動
物
で
す
。
人
の
心
に
活
力
を
み
な

ぎ
ら
せ
上
昇
す
る
気
持
ち
を
与
え
る
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
は
市
内
唯
一
の
第
二
種
感

染
症
指
定
医
療
機
関
で
す
。
そ
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
終
わ
り
の
見
え
な
い
コロ
ナ
感
染

症
の
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。
加
え
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

を
睨
ん
で
、
が
ん
医
療
を
は
じ
め
と
し
た

最
新
最
適
な
医
療
を
お
届
け
す
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
様
や
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
更
に
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

空
中
を
悠
々
と
飛
翔
す
る
龍
の
目
に
、

活
気
に
満
ち
た
人
間
界
の
生
き
様
と
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
働
き
ぶ
り
を
見
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

中西 洋一

北九州市立病院機構
理事長

なか   にし       よう    いち

中野 徹

北九州市立医療センター
院長

なか   の       とおる
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手術室スタッフ 内視鏡室スタッフ 医療機器管理スタッフ
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　2024年１月から、診察終了後の会計受付からお支払いまでの待ち時間改善と、外来会計時の混
雑緩和を目的に、外来医療費の後払いサービス「らくらく会計」を導入いたします。
　「らくらく会計」は患者さんのスマートフォンにインストールしたアプリケーションの操作により、診
察当日に①利用者・医療機関登録（初回のみ） ②クレジットカードを登録（初回のみ） ③後払い利用
申請（診察日ごと毎回）を行い、診察終了後は後払い専用窓口での受付のみで、会計を待たずにその
まま帰宅していただけます。

病院の か 方か り
外来診療費の後払いシステム「らくらく会計」について

リハビリテーション技術課

小金丸 大我

院長

中野 徹
副院長

大野 裕樹

看護部

尾ノ上 静夏
放射線技術課 副放射線技師長

髙見 将彦

看護部 副看護師長

内川 弥生

経営企画課 医事係

河津 真由子
栄養管理課

平連 佑菜

統括部長

髙島 健
看護部

中道 尚子

こ    がね  まる　  たい   が お     の   うえ　 しず   か たか   み　   まさ  ひこ

なか   の　 とおる

うち  かわ　    やよい

かわ    づ　    ま     ゆ      こ ひら  れん　   ゆ     な

たか  しま　たけし なか  みち　しょう  こ

おお   の　 ゆう じゅ

今年は辰年。あなたが主役！
年男年女の皆さんに今年の抱負を聞きました。

年 男 年 女

・らくらく会計は、外来診療対象です(入院医療費は対象外)
・スマートフォンが必要です
・利用手数料は無料です
ただし，スマートフォンの通信料は利用者の自己負担となります

・妊産婦検診・乳児検診等の補助券を使用される方や、各種公
費医療の自己負担上限額管理票（指定難病，小児慢性特定疾
患，自立支援医療，肝炎等）へ記載が必要となる方は，当サービ
スをご利用いただけません

【らくらく会計の詳細】

※2024年1月中の運用開始予定です
　受付窓口を設置していますので、お気軽に
　お声かけください

らくらく会計の利用イメージ

コンシェルジュ画面 クレジットカード情報登録済の場合 らくらく会計でのお支払いが成功した場合

来院前 再来受付 決済利用申請 診察

会計

数日後

【初回のみ】
利用者情報を
事前に登録します

診療費のあと払い
を申請します
※会計の前までで
　あれば申請可能です

決済完了後に
決済通知メールで
結果が届きます



登録医のご紹介登録医のご紹介

halo clinic 小倉

　haloクリニック小倉は、働く世代の皆さまが
もっと気軽にご自身の身体と向き合う時間を作
れるよう、時短をキーワードにしたシステムを導
入しスムーズな検査体制を整えており、あえて
「病院らしさ」を取り除いた空間デザインで、気
軽に来院いただけるクリニックを目指しており
ます。
　女性の健康はホルモン周期やライフステー
ジの変化で大きく揺らぎます。こういった女性の
健康をサポートするため外来診療、検診は全て
女性医師・技師が担当します。

地域の方へ、患者さんへのメッセージ
　多様化した働く世代を取り巻く健康課題。当
院は総合内科医の院長と婦人科・心療内科の
各専門分野の女性医師が院内で連携し、身体
とココロ、美容の相談ができるクリニックです。
多忙な日々の合間でもご自身の健康と向き合っ
ていただけるよう、時短をキーワードに、オンラ
インを積極的に活用した検査体制を整え、待ち
時間を最小限にできるよう努めています。
院内はあえて病院らしさを取り除いたデザイン。
アロマの香りでリラックスいただける心地よい
空間で、皆さまをお迎えいたします。

当院について

北九州市小倉北区鍛冶町1-1-1 北九州東洋ビル3F
TEL.093-512-8086

内科・女性内科・婦人科・
心療内科・健康診断・
人間ドック・美容医療

午前：8時30分～13時
午後：15時30分～19時

診療科目 診療時間

　当院は1990年に開院し、30年以上にわたり
地域の皆さまに支えられながら診療を行ってま
いりました。
　2021年から副院長が加わっております。九
州大学医学部卒業後、消化器内科医として研
鑽を積み、消化器専門医としてより幅広い診療
が可能になりました。
　患者さま一人ひとりのニーズに合わせた丁寧
な治療で、健康増進および病気の予防に寄与し
て参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

地域の方へ、患者さんへのメッセージ
　2016年5月に移転しました。（201号線沿
い、旧医院のすぐ隣）
　胃カメラ、大腸カメラ、健康診断、訪問診療を
実施しています。消化器内視鏡専門医が行う内
視鏡検査は、眠くなる注射や経鼻内視鏡の使用
も可能です。内視鏡検査のみならず、かかりつけ
医として高血圧、糖尿病等の生活習慣病治療に
も対応しております。気になる点がありましたら
ぜひご相談ください。

当院について

くまがえ内科医院
福岡県行橋市中津熊309-1
TEL.0930-23-3422

内視鏡検査・
消化器内科・一般内科・
訪問診療（在宅医療）・
検査、予防接種

診療科目 診療時間

月

●

●

火

●

●

水

●

●

木

●

－

金

●

●

土

●

－

日

－

－

8:30～12:30

14:00～18:30

※総合内科医の院長と婦人科・心療内科の各専門分野の
　女性医師が診療致します。
　その他人間ドック、健康診断を多数揃えています。
　詳しくは当院のホームページをご確認ください。

連携病院のご紹介
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当
院
は
1
9
9
7
年
12
月
27
日
に「
京
築

地
域
に
救
急
病
院
を
」と
の
地
域
住
民
の

方
々
の
要
望
で
開
設
し
、現
在
は
急
性
期
病

床
2
0
1
床
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
床
45
床
を
有
し
て
お
り
、24
時
間
体
制
で
京

築
地
域
だ
け
で
な
く
田
川
、飯
塚
や
大
分
県

の
中
津
、宇
佐
か
ら
の
重
症
救
急
患
者
さ
ん

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
、

　
主
に
、循
環
器
内
科
や
外
科
系
疾
患
の
患

者
さ
ん
を
診
療
し
て
い
ま
す
が
、人
口
の
高
齢

化
と
と
も
に
急
性
期
疾
患
だ
け
で
な
く
消
化

器
、呼
吸
器
、泌
尿
器
科
等
の
悪
性
疾
患
の
患

者
さ
ん
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
当
院
は
地
域
医
療
支
援
病
院
、災
害
拠
点

病
院
と
し
て
救
急
医
療
は
24
時
間
対
応
し
ま

す
が
、腹
痛
、上
気
道
炎
な
ど
の
軽
い
症
状
に

つ
い
て
は
、ま
ず
地
域
の
診
療
所
を
受
診
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
当
院
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く

事
を
お
勧
め
し
ま
す
。地
域
の
病
院
、診
療

所
、施
設
と
も
連
携
を
密
に
し
て
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
当
院
で
対
応
不
能
な
疾
患
に
つ
い
て

は
速
や
か
に
北
九
州
の
高
次
医
療
機
関
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。地
域
で
の
連
携
、そ
し
て
広

域
で
の
連
携
も
今
後
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

当
院
に
つ
い
て

地
域
の
方
、患
者
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

院長

医師正久 康彦
しょうきゅう　  やす  ひこ

福岡県行橋市道場寺1411　TEL.0930-24-8899

Cooperation Hospital

新行橋病院

内科、呼吸器内科、呼吸器外科、消化器内科、消化器外科、
内視鏡内科、内視鏡外科、循環器内科、外科、乳腺外科、
整形外科、脳神経外科、形成外科、血管外科、心臓血管外科、
皮膚科、泌尿器科、人工透析内科、リハビリテーション科、
放射線科、麻酔科、救急科、病理診断科、臨床検査科

診療時間

診療科目

社会医療法人財団 池友会

午前（専門外来）/ 9:00～12:00
午後（救急外来）/14:00～17:00
夜間（救急外来）/ 18:00～
※専門外来は午前のみです。（日・祝除く）
※診療体制は各科診療案内をご確認ください。
※当院は救急病院のため、急患・緊急手術の
　対応により、急遽、専門外来が休診となる場
　合がございます。

院長 医師大渕 美帆子
おお  ぶち     み    ほ     こ

1/27・3/2　市民公開講座を開催します
　今年度の市民公開講座は150周年の記念事業として、「あなたの知らない市立医療センター」を
テーマに、当院の最新医療技術や日常では目にすることのない「医療のうらがわ」をお届けいたしま
す。皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

■今後の市民公開講座の予定
令和6年1月27日（土）
「白くないのに白内障？」　　
「恐怖！たばこの「害」」　
「採血から検査結果報告まで
　～お待たせしてますが、こんな仕事をやっています」

１
2
3

令和6年3月2日（土）
「ここまで見える！～最新MRI技術のご紹介～」　　
「看護のエキスパート～認定看護師について～
　知ってほしい乳がん自己検診」
「緩和ケアにおける栄養管理のおはなし」

１
2

3

●時　間　14：00～ 16：00／開場　13：30
●場　所　総合保健福祉センター（アシスト21） 2階講堂
　　　　　北九州市小倉北区馬借一丁目7番1号
●入場無料・申込不要

副院長 医師熊谷 好晃
くま  がえ    よし  てる

ホームページは
こちら

くまがえ内科医院　マスコットキャラクター

ホームページは
こちら

市民公開講座
ホームページは
←こちら

※東口よりお入りください。


